




100年先の未来、高速道路がどうなっているのか、みなさん考えたことはありますか？ 私は、100年先も変わらず高速

道路が経済や生活を支える基盤ネットワークとしての役割を担い続けていると考えています。

近年、私たちを取り巻く環境は、人口減少、さまざまな気候変動、ＤＸ・ＧＸ、ＩＣＴの進化による暮らし方、働き方の変化等、

大きく変化しております。

そのような変化の激しい時代だからこそ、高速道路の未来像を描き、そこから、「いま何をしなければならないのか」を考

え、進化し続けることが、高速道路の使命や役割を果たすために必要だと考えております。

高速道路が進化し続けていくための担い手となるのが、みなさんのような若い世代の方々です。安全・安心で快適な道路

サービスの提供を基本に、「新名神高速道路」の建設、老朽化が進む高速道路を最新技術でよみがえらせる「リニューア

ルプロジェクト」、４・６車線化事業、物流問題解決を目的とした駐車マス拡大事業、多様化するニーズに対応していくサー

ビスエリア事業や地域共創活動、そして海外への技術展開の推進等、新たな価値を提供し

ていきます。

NEXCO西日本は、日本初の高速道路として1963年に名神高速道路（栗東IC-尼崎IC）を

開通させた歴史があります。ゼロから１をつくり、未来に向けて進化させていく。こうした

チャレンジ精神とチームワークをNEXCO西日本は大切にしています。失敗を恐れず、様々

なフィールドで多様な人材と切磋琢磨し、共に成長していきましょう。“高速道路を通じ、地

域の発展と豊かな未来の実現に挑戦したい”そのような使命感や気概をもっている人と共

に次なる一歩を踏み出せるときを楽しみにしています。

未来へつながる社会インフラとして
高速道路を“進化”させる






































